
工
事起

点

No
.0-
10.
0

工
事終

点

No
.11

No.0
No.1

No.2

No.3 No.4 No.6 No.7No.5
No.8

No.9 No.10 No.11

No.0-10.0

ｾﾞﾌﾞﾗ･白 45cm L=30.0m

ｾﾞﾌﾞﾗ･白 45cm L=24.0m

ｾﾞﾌﾞﾗ･白 45cm L=2.7m

ｾﾞﾌﾞﾗ･白 45cm L=9.6m

停  
止  
禁  
止

切下部(乗入部)

切下部(乗入部)

L=27.0m
段差部(乗入部)

L=1.2m
段差部(乗入部)
L=1.2m

切下部(乗入部)
L=27.0m

段差部(2本落ち)
L=1.2m

段差部(2本落ち)
L=1.2m

切下部(乗入部) L=26.1m

切下部(乗入部) L=26.1m

L=8.5m
切下部(乗入部)

L=1.2m
段差部(乗入部)

L=8.5m
切下部(乗入部)

L=1.2m
段差部(2本落ち)

一般部
L=7.5mL=3.0m

切下部

L=5.4m

切下部
(横断部)

切下部

L=4.2m
(横断部)

一般部
L=7.3m

L=5.4m
(横断部)

L=4.2m
(横断部)

L=16.8m
(乗入部)

切下部

L=15.6m
(乗入部)

L=16.8m
(乗入部)

L=15.6m
(乗入部)

切下部 切下部 切下部 切下部

矢印･記号･文字 N=1箇所

ｾﾞﾌﾞﾗ･白 45cm L=24.0m

ｾﾞﾌﾞﾗ･白 45cm L=2.8m

一般部(ﾏｳﾝﾄｱｯﾌﾟ)
L=7.3m

ｾﾞﾌﾞﾗ･白 15cm L=63.2m

A=13.0m2

新大石道

山
科
川
田
緯

1 9
号
線

山
科
川

田
緯
2 0
号
線

新大石道

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(歩道部)-1 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(歩道部)-1

A=3.6m2 A=1.5m2 A=3.7m2

A=20.6m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(仮舗装) A=14.7m2

A=13.0m2 A=4.8m2 A=14.7m2
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(歩道部)-1

A=14.6m2

A=47.7m2

工事延長 L=230m

溶融式区画線(横断歩道)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(車道部)-1

溶融式区画線(横断歩道) 溶融式区画線(横断歩道)

溶融式区画線(停止線)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(車道部)-1

溶融式区画線(横断歩道)

路面切削(表層) A=1244.0m2, 切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ(基層,上層路盤) A=1244.0m2, ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工(表層) A=1244.0m2

溶融式区画線(中央線) 実線･黄 15cm L=76.5m 溶融式区画線(中央線) 実線･黄 15cm L=23.4m 溶融式区画線(中央線) 実線･黄 15cm L=54.2m

現場打街渠現場打街渠

現場打街渠
現場打街渠

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ
歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

現場打街渠

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

現場打街渠現場打街渠

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

溶融式区画線(停止線)

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

横断防止柵-2 L=2.9m

横断防止柵-1 L=1.9m

溶融式区画線(「停止禁止」表示)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(歩道部)-2 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(歩道部)-1

 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(仮舗装) ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(仮舗装)ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(仮舗装)
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(仮舗装) A=25.8m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(仮舗装) A=13.0m2 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(仮舗装) A=4.8m2

平面図(2)

本工事施工箇所

平 面 図（１）

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(歩道部)-1,2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(車道部)-1

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(仮舗装)
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平面図(1)

1:800

工 事 名

工事場所

図 面 名

事業年度

縮    尺 図面番号

舗装道補修工事(山科上花山経25号線(新大石道))

京都市山科区川田清水焼団地町他地内

令和７年度

京都市建設局土木管理部東部土木みどり事務所
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平面図(2)

1:250

工 事 名

工事場所

図 面 名

事業年度

縮    尺 図面番号

舗装道補修工事(山科上花山経25号線(新大石道))

京都市山科区川田清水焼団地町他地内

令和７年度

京都市建設局土木管理部東部土木みどり事務所

本工事施工箇所

平 面 図（２）

点状ブロック

線状ブロック

No.6
No.7

No.8

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ

直線 L=1.5m,曲線 L=1.5m

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ

曲線 L=2.0m

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ

曲線 L=1.5m,直線 L=2.0m

視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ

N=28枚 A=2.5m2

視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ

N=36枚 A=3.2m2

視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ

N=25枚 A=2.3m2

視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ

N=30枚 A=2.7m2

視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ
N=32枚 A=2.9m2

視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ

N=30枚 A=2.7m2 視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ

N=30枚 A=2.7m2

視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ

N=23枚 A=2.1m2

切下部段差部一般部
L=0.6m (横断部)

L=4.8m

切下部
(横断部)
L=5.8m

一般部
(ｾﾐﾌﾗｯﾄ)
L=1.2m

段差部
L=0.6m

段差部
L=0.6m

(ｾﾐﾌﾗｯﾄ)
L=6.2m

歩車道境界ブロック

切下部段差部一般部
段差部
(乗入部)

(横断部)
L=4.8m

切下部
(横断部)
L=6.0m

一般部
L=1.2m段差部 段差部L=6.2m

現場打街渠

切下部
段差部

一般部

L=0.6m
(横断部)
L=4.8m

切下部
(横断部)
L=5.8m

一般部
(ｾﾐﾌﾗｯﾄ)
L=1.2m

段差部
L=0.6m 段差部

L=0.6m(ｾﾐﾌﾗｯﾄ)
L=6.2m

切下部段差部
一般部

L=0.6m

段差部

L=0.6m (横断部)
L=4.8m

切下部
(横断部)
L=5.8m

一般部
L=1.2m

段差部

L=0.6m

段差部

L=0.6m

L=6.2m
現場打街渠

切下部
(横断部)
L=4.8m

一般部
(ｾﾐﾌﾗｯﾄ)
L=1.2m

切下部
(横断部)
L=4.8m段差部

L=0.6m
段差部
L=0.6m

切下部
(横断部)
L=4.8m

一般部
L=1.2m

切下部
(横断部)
L=4.8m

段差部
(横断部)

段差部

切下部
(横断部)
L=0.8m

一般部
L=2.8m

L=0.6m切下部
(横断部)
L=1.2m

(横断部)
L=0.6m

切下部
(横断部)
L=0.8m

段差部
L=0.6m

切下部
(横断部)
L=1.2m

段差部
L=0.6m

一般部
(ｾﾐﾌﾗｯﾄ)
L=2.8m

L=0.6m L=0.6m L=0.6m
(横断部) (横断部)L=0.6m

(横断部)

(乗入部)

(横断部)

(横断部)(横断部)

L=0.6m L=0.6m
(横断部)

段差部
(横断部)
段差部

現場打街渠

現場打街渠

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ基礎

N=2基

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ

曲線 L=2.0m

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ基礎

N=2基

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ基礎

N=3基
ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ基礎

N=3基

段差部
L=0.6m

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(車道部)-2

溶融式区画線(横断歩道) ｾﾞﾌﾞﾗ･白 45cm L=30.6m

溶融式区画線(停止線) ｾﾞﾌﾞﾗ･白 45cm L=3.0m

溶融式区画線(停止線)

溶融式区画線(横断歩道) ｾﾞﾌﾞﾗ･白 45cm L=54.4m

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(車道部)-2

溶
融
式
区
画
線
(横

断
歩
道
) 

ｾﾞ
ﾌﾞ

ﾗ･
白
 4

5c
m 

L=
24
.0
m

溶
融
式
区
画
線
(横

断
歩
道
) 

ｾﾞ
ﾌﾞ

ﾗ･
白
 4
5c

m 
L=
24
.0
m

溶
融
式
区
画
線

(停
止
線
)

ｾﾞ
ﾌﾞ

ﾗ･
白
 4
5c
m 
L=

2.
7m

溶融式区画線(中央線)

ｾﾞﾌﾞﾗ･白 45cm L=5.8m

ｾﾞﾌﾞﾗ･白 15cm L=1.5m

透
水

性
舗

装
工

溶
融
式
区
画
線

(停
止
線
)

ｾﾞ
ﾌﾞ
ﾗ･

白
 4
5c

m 
L=
2.
7m

透
水
性
舗
装

工

段差部
L=0.6m

切下部

L=0.6m
(乗入部)

切下部
(乗入部)
L=0.6m

視覚障害者誘導用ブロック

歩車道境界ブロック

歩車道境界ブロック

歩車道境界ブロック

表
層
 A
=1

3.
2m

2 
 下

層
路
盤
･ﾌ
ｨﾙ

ﾀｰ
層
 A
=1

1.
3m

2

新大石道

山
科

川
田

山
科
川
田

緯
2
0号

線

透
水
性

舗
装

工
透
水
性
舗
装
工

ｱｽ
ﾌｧ

ﾙﾄ
舗
装
工
(仮

舗
装
) 

A=
7.

8m
2

ｱｽ
ﾌｧ

ﾙﾄ
舗
装
工
(仮

舗
装
)

ｱｽ
ﾌｧ

ﾙﾄ
舗
装
工
(仮

舗
装
)

A=
1.
5m

2
A=
1.

9m
2

緯
1 9

号
線

表層･基層 A=61.5m2 上層路盤 A=5.7m2 不陸整正 A=55.8m2

表層･基層 A=137.4m2 上層路盤 A=13.2m2 不陸整正 A=124.2m2

表
層
 A

=2
7.

2m
2 

 下
層
路
盤
･ﾌ
ｨﾙ
ﾀｰ
層
 A
=2
5.
3m
2

表
層
 A
=2

9.
6m
2 
 下

層
路
盤
･ﾌ
ｨﾙ

ﾀｰ
層
 A
=2

8.
3m

2

表
層
 A

=1
3.

6m
2 

 下
層
路
盤
･ﾌ

ｨﾙ
ﾀｰ

層
 A

=1
2.

3m
2

透水性舗装工

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(車道部)-2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工(仮舗装)
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構造図(1)

図示

工 事 名

工事場所

図 面 名

事業年度

縮    尺 図面番号

舗装道補修工事(山科上花山経25号線(新大石道))

京都市山科区川田清水焼団地町他地内

令和７年度

京都市建設局土木管理部東部土木みどり事務所

構 造 図（１）
S=1:10舗装構成図

溶融式区画線一般図

ﾌﾞﾛｯｸ舗装工（特殊ﾌﾞﾛｯｸ舗装） S=1:10

停  止  禁  止

「停止禁止」表示 S=1:100

16500

30
0
0

表層：再生密粒改質Ⅱ型(20) 設計密度2.35t/m3

基層：再生粗粒度As混合物(20) 設計密度2.35t/m3

50
5
0

新大石道

ｶﾞﾗｽﾋﾞｰｽﾞ(含有量15～18%)

舗装面

ﾌﾟﾗｲﾏｰ仕上げ

1.
5m
m

50

上層路盤：再生瀝青安定処理(25) 設計密度2.35t/m3

60
3
0

特殊ﾌﾞﾛｯｸ舗装

敷ﾓﾙﾀﾙ(高炉,1:3)

視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ,300×300×60

300 300

矢印･記号･文字 15cm換算 L=21.9m

枠：ｾﾞﾌﾞﾗ･白 15cm L=63.2m

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

オーバーレイ：表層

切削オーバーレイ：基層･上層路盤

路面切削：表層

（参考）新大石道 施工手順

50

アスファルト舗装工(歩道部)-1

表層：再生密粒度As混合物(13) 設計密度2.20t/m3

アスファルト舗装工(仮舗装)

500

現場打街渠

上層路盤：再生瀝青安定処理(25) 設計密度2.35t/m3

2
50

アスファルト舗装工(車道部)-2

ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ(PK-3)

上層路盤：再生瀝青安定処理(25) 設計密度2.35t/m3

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

上層路盤：再生瀝青安定処理(25) 設計密度2.35t/m3

ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ(PK-3)
5
0

1
00

1
0
0

5
0

アスファルト舗装工(歩道部)-2

表層：再生密粒度As混合物(13) 設計密度2.20t/m3

下層路盤：再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-30)

2
0
～
1
7
0

ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ(PK-3)

(平
均

95
)

40

透水性舗装工

1
00

5
0

表層：開粒度As混合物(13) 設計密度2.05t/m3

ﾌｨﾙﾀｰ層：山砂(洗い･真砂土 75μm通過6%以下)

下層路盤：再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-30)

表層：再生密粒度As混合物(13) 設計密度2.35t/m3

基層：再生粗粒度As混合物(20) 設計密度2.35t/m3

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

不陸整正：補足材 再生粒度調整砕石(RM-30)

ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ(PK-3)

40
5
0

30

現場打街渠

500

6
0

上層路盤：再生粒度調整砕石(RM-30)

40

アスファルト舗装工(車道部)-1

50
3
0

表層：再生密粒度As混合物(13) 設計密度2.35t/m3

基層：再生粗粒度As混合物(20) 設計密度2.35t/m3

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

不陸整正：補足材 再生粒度調整砕石(RM-30)

ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ(PK-3)

500

1600
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構造図(2)

図示

工 事 名

工事場所

図 面 名

事業年度

縮    尺 図面番号

舗装道補修工事(山科上花山経25号線(新大石道))

京都市山科区川田清水焼団地町他地内

令和７年度

京都市建設局土木管理部東部土木みどり事務所

構 造 図（２）

一般部・切下部(乗入部)・段差部(乗入部)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-40BB)

6% 2%

10

切下部(横断部)

2～6%

段差部(横断部)

また、街渠桝等との構造の変わり目には、必ず目地板を設置すること。

1
5
060

495

1
5
0

500 500 500

1
5
0

495 495

180～200

50

切下部(乗入部) 切下部(横断部) 段差部

敷ﾓﾙﾀﾙ(高炉 1:3)

歩車道境界切下ﾌﾞﾛｯｸ(B種)歩車道境界切下ﾌﾞﾛｯｸ(B種)

          （京都市80型）         （京都市100型）

歩車道境界段差ﾌﾞﾛｯｸ(B種)歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ(B種)

　　　　（JIS PL-4B）
　　　　（JIS PL-5B 段差用）

2
50

50 205

180

60

50

195

205

60
10
1
0
0

60
1
08
0

50 206

60
1
0
15
0～

2
50

50 230

1
0

1
0

198

現 場 打 街 渠 S=1:20

ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-25(20)BB)

敷ﾓﾙﾀﾙ(高炉 1:3) 敷ﾓﾙﾀﾙ(高炉 1:3) 敷ﾓﾙﾀﾙ(高炉 1:3)

一般部(ﾏｳﾝﾄｱｯﾌﾟ)

歩車道境界ブロック S=1:20

名　称

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ材料表

ブロック（本）

切下部

16.5 16.5

(横断部) 段差部

16.5

名　称
一般部

10m当り

切下部
(横断部)

段差部
(横断部)

型枠

コンクリート

目地板

規　　格

一般型枠

18-8-40BB

瀝青繊維質目地板,t=10mm

1.5m2 1.5m2 1.5m2

0.67m3 0.72m3 0.70m3

0.05m2 0.05m2 0.05m2

現場打街渠 材料表

備　　考

小型構造物

小型構造物,人力打設,現場内小運搬無し

※ 15m毎に1箇所、目地板を設置すること。

切下部(乗入部)
段差部(乗入部)

切下部

16.5

(乗入部)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-40BB) ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-40BB)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-25(20)BB) ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-25(20)BB) ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-25(20)BB)

一般部(ｾﾐﾌﾗｯﾄ)

180

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ(B種)
　　　　（JIS PL-5B）

60
1
0

50 230

敷ﾓﾙﾀﾙ(高炉 1:3)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-25(20)BB)

2
50

一般部

16.5

(ｾﾐﾌﾗｯﾄ)
一般部

(ﾏｳﾝﾄｱｯﾌﾟ)

10m当り

段差部
(2本落ち)

16.5

※ 基礎砕石は、既設流用とする。

180～195

段差部(2本落ち)

歩車道境界段差ﾌﾞﾛｯｸ(B種)

60
1
0
1
0
0～

2
50

50 205

敷ﾓﾙﾀﾙ(高炉 1:3)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(18-8-25(20)BB)

25
0

600

1
5
0 25
0

600

1
00

6005

※ 基礎砕石は、既設流用とする。

（京都市型 2本落ち）

30m2未満

S=1:40 S=1:40

参考重量(kg/本) 66 70 28 17 64 51
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構造図(3)

図示

工 事 名

工事場所

図 面 名

事業年度

縮    尺 図面番号

舗装道補修工事(山科上花山経25号線(新大石道))

京都市山科区川田清水焼団地町他地内

令和７年度

京都市建設局土木管理部東部土木みどり事務所

構 造 図（３）

S=1:40ガードパイプ（ｺﾝｸﾘｰﾄ建込）

正 面 図 断 面 図

名　称

ガードパイプ基礎材料表

4.9

10基当り

コンクリート

規　格

18-8-40BB

単位

m3

数量 備　考

型枠 一般型枠 m2 25.6 小型構造物

箱抜き D200 m 8.0

8
0
0

GL

8
40

80
0

4
0

1
5
0

6
00

15
0

ﾋﾞｰﾑﾊﾟｲﾌﾟ
φ48.6×2.4

2000または1500

GL

φ114.3×4.5

支柱
取付ボルト

112

800

横下枠
φ34.0×2.3

縦材
φ21.7×2.0

横上枠,支柱
φ42.7×2.3

2850

4
0
0

※　KPT-8-Cと同等品以上とする。
※　製品色はダークグレーとする。

40
0

300

S=1:40横断防止柵-2

6
5
0

15
0

8
0
0

横下枠
φ34.0×2.3

縦材
φ21.7×2.0

横上枠,支柱
φ42.7×2.3

1850

8
0
0

40
0

1
2
0
0

300

4
0
0

300 300

S=1:40横断防止柵-1

正 面 図 断 面 図

4
0
0

基礎ﾌﾞﾛｯｸ 基礎ﾌﾞﾛｯｸ

150

基礎ﾌﾞﾛｯｸ

正 面 図 断 面 図

6
5
0

15
0

8
0
0

8
0
0

40
0

1
2
0
0

300

基礎ﾌﾞﾛｯｸ

800

80
0

18-8-40BB

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ基礎

18-8-40BB

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ基礎

※　KPT-8-Cと同等品以上とする。
※　製品色はダークグレーとする。

600200

8
0
0

8
40

小型構造物,人力打設,現場内小運搬無し

※　製品色はダークグレーとする。
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撤去平面図

1:800

工 事 名

工事場所

図 面 名

事業年度

縮    尺 図面番号

舗装道補修工事(山科上花山経25号線(新大石道))

京都市山科区川田清水焼団地町他地内

令和７年度

京都市建設局土木管理部東部土木みどり事務所

本工事施工箇所

撤 去 平 面 図
工
事起

点

No
.0-
10.
0

工
事終

点

No
.11

工事延長 L=230m

No.0

No.1
No.2

No.3 No.4
No.6 No.7

No.5
No.8

No.9 No.10 No.11

No.0-10.0

停  
止  
禁  
止

現場打街渠 L=50.8m現場打街渠 L=7.5m

現場打街渠 L=26.1m 現場打街渠 L=29.4m

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ
段差部(2本落ち) L=2.4m 切下部 L=27.0m

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ
切下部 L=26.1m

現場打街渠 L=9.7m

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ

現場打街渠 L=3.0m現場打街渠 L=7.3m

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ
一般部 L=0.6m 段差部(2本落ち) L=2.4m 切下部 L=49.2m

段差部(2本落ち) L=1.2m 切下部 L=8.5m

現場打街渠 L=15.3m

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ
一般部 L=1.8m 段差部(2本落ち) L=2.4m 切下部 L=11.8m

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ
切下部 L=6.0m

現場打街渠 L=6.0m

現場打街渠 L=3.0m

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ
切下部 L=3.0m

視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ
A=3.8m2

視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ
A=2.7m2 A=0.7m2

視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ
A=0.7m2 A=2.0m2

舗装版破砕 t=5cm A=30.2m2 舗装版破砕 t=5cm A=2.6m2

舗装版破砕 t=9cm A=33.8m2

舗装版破砕 t=9cm A=19.3m2

舗装版破砕 t=5cm A=23.1m2 舗装版破砕 t=5cm A=14.6m2

舗装版破砕 t=9cm A=47.7m2

舗装版破砕 t=9cm A=14.6m2

舗装版切断 t=5cm

舗装版切断 t=9cm

（路面切削 A=1244.0m2）

舗装版切断 t=15cm

舗装版切断 t=15cm舗装版切断 t=9cm

L=10.1m

L=6.2m

L=1.5m

舗装版切断 t=5cm

L=1.6m

L=11.0m

L=5.8m

舗装版切断 t=9cm

L=13.9m

舗装版切断 t=9cm

L=19.1m

舗装版切断 t=9cm

L=28.1m

舗装版切断 t=9cm

L=11.6m

舗装版切断 t=9cm

L=6.2m

舗装版切断 t=9cm

L=17.5m

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ
段差部(2本落ち) L=2.4m 切下部 L=4.9m

舗装版切断 t=9cm

L=5.7m

横断防止柵-2 L=2.9m

横断防止柵-1 L=1.9m

舗装版破砕 t=5cm A=13.0m2

舗装版切断 t=5cm

L=1.6m
舗装版切断 t=5cm

L=1.6m

舗装版破砕 t=9cm A=55.8m2

舗装版破砕 t=9cm A=124.2m2

舗装版破砕 t=9cm A=30.0m2

舗装版切断 t=9cm

L=8.4m

舗装版切断 t=9cm

L=11.4m

舗装版切断 t=5cm

L=1.6m

舗装版切断 t=25cm

L=27.1m

舗装版切断 t=25cm

L=10.7m

舗装版切断 t=25cm

L=4.0m

舗装版切断 t=25cm

L=53.5m

舗装版切断 t=25cm

L=17.2m
舗装版切断 t=25cm L=5.0m

舗装版切断 t=25cm

L=30.4m

新大石道

山
科
川
田

緯
1
9
号
線

山
科
川
田
緯
2
0
号
線

新大石道

舗装版切断 t=5cm

L=27.1m

舗装版破砕 t=5cm A=13.0m2 舗装版破砕 t=5cm A=4.8m2

舗装版切断 t=5cm

L=10.7m

舗装版切断 t=25cm

L=8.3m

舗装版破砕 t=25cm A=13.0m2 舗装版破砕 t=25cm A=4.8m2

舗装版破砕 t=25cm A=3.6m2 舗装版破砕 t=25cm A=3.7m2舗装版破砕 t=25cm A=1.5m2

舗装版切断 t=25cm

L=8.5m

舗装版切断 t=5cm

L=42.8m

舗装版破砕 t=25cm A=25.8m2

舗装版破砕 t=25cm A=7.8m2 舗装版破砕 t=25cm A=1.9m2 舗装版破砕 t=25cm A=14.7m2

舗装版破砕 t=5cm A=14.7m2

舗装版切断 t=5cm

L=30.4m

舗装版破砕 t=25cm A=1.5m2

舗装版切断 t=25cm

L=4.5m

舗装版切断 t=9cm L=2.4m

舗装版破砕 t=9cm A=1.3m2
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撤去構造図

図示

工 事 名

工事場所

図 面 名

事業年度

縮    尺 図面番号

舗装道補修工事(山科上花山経25号線(新大石道))

京都市山科区川田清水焼団地町他地内

令和７年度

京都市建設局土木管理部東部土木みどり事務所

撤 去 構 造 図

1
5
0

切下部

A=0.07m2

現場打街渠 S=1:20

一般部

歩車道境界ブロック S=1:20

段差部(2本落ち)

A=0.04m2 A=0.06m2

500

1
2
0～

1
4
0

2
50

7
0

50 205

180
50

195

205

180～195

50 205

10
0

7
0

10
0
～

2
5
0

7
0

80
～

A=0.07m2

ﾌﾞﾛｯｸ舗装工（特殊ﾌﾞﾛｯｸ舗装） S=1:10

60
3
0

300 300

90

2850

4
0
0

4
00

S=1:40横断防止柵-2

8
00

1850

□300

S=1:40横断防止柵-1

4
00

基礎ﾌﾞﾛｯｸ

150 ｺﾝｸﾘｰﾄ削孔(φ150×400)

80
0

（無筋構造物）

（無筋構造物）

□300

（無筋構造物）

V=0.04m3

基礎ﾌﾞﾛｯｸ
（無筋構造物）

V=0.04m3

基礎ﾌﾞﾛｯｸ
（無筋構造物）

V=0.04m3（無筋構造物）
V=0.01m3

防止柵重量：27.5kg

防止柵重量：17.9kg

特殊ﾌﾞﾛｯｸ舗装

視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ,300×300×60（再利用）

モルタル

（無筋構造物）


